
11月の�●消防本部からの報告
９月の火災件数４件（建物１件、車両１件、その他の火災２
件） 救急出動件数３７９件 搬送人員３６９人

●人口と世帯 ※１０月１日現在。（ ）内は前月比
住民基本台帳人口 外国人登録人口

男 ８１，７７９人（－１４人） ７３３人（＋２１人）
女 ７８，６５１人（＋５９人） ８７５人（＋１４人）

合計 １６０，４３０人（＋４５人） １，６０８人（＋３５人）
世帯 ５９，９３８世帯（＋５４世帯） １，１８０世帯（＋１８世帯）

●住民基本台帳法に基づく年齢別人口
１４歳以下 ２１，９５３人（１３．６８％）
１５歳～６４歳 １１７，７１７人（７３．３８％）
６５歳以上 ２０，７６０人（１２．９４％）
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○狭山市ホットインフォメーション（市役所からのお知らせ、字幕入り）
●ニュース９（字幕入り） ▼ノーレジ袋デー ▼狭山商工会議所役員改選 ▼文
化功労賞 ▼リサイクル都市狭山表彰式 ・記念講演会 ほか
●ちゃっぴぃアワー ▼第３０回関東ブロック茶の共進会 ▼冬の宴会はここ！

▼いろりばたの昔話・キノエネ寺のはじまり（字幕入り）
●お茶のみに（い）来ま専科 ▼西村清一郎さん ▼藤寿紫峰さん ・峰山松桜さ
ん ▼水谷歌栄子さん ▼中川幹雄さん ▼小野さゆりさん ・右城 眞さん
●ちゃっぴぃ撮影隊参上� ▼水谷歌栄子・箏コンサート ▼サンパーク奥富
環境フェア ▼講演「子どものために」という前に・青木 悦氏
○野村の自由学校 ▼「覚えていますか・健康知恵袋」消費生活コンサルタン
ト・澤 賀津子氏
○１２０％ワンダホーレッスンin Sayama ▼室岡くんと石川くんのコースデビュー
※○以外の番組は、加入者のみ視聴可能です

テレビ年賀状で「おめでとう」を言いませんか？全国放送もします。個人・団体
など何人でもOK!詳しくは狭山ケーブルテレビまでお問い合わせください。

日一日と秋が深まっていきます。よく秋は「芸術」や
「スポーツ」、「食欲」、「読書」といった言葉と組み合わさ
れて表現されますが、どの言葉も秋にピッタリです。ま
るで秋は私たちに「何かをして楽しみなさい」、「趣味に
没頭しなさい」と言っているようです。楽しいことをす

れば笑顔になり、その笑顔はまた新しい笑顔を生みます。先日行われたSaIの街福祉バザー
ルも秋晴れの下、１２万人ものかたで賑わいました。そこには、ステージ発表やふれあいを通
じて生まれた爽やかな笑顔がたくさんありました。これからも市内のあちこちでイベント
が目白押しです。博物館では「写真でつづる２０世紀」と題した企画展を開催しています。市民
文化祭も公民館など１５の会場で始まっています。大茶会や産業祭も開催されます。どうぞイ
ベントに出かけて狭山の秋を楽しんでください。何か夢中になれるものが見つかるかもし
れませんよ。 ○宮

◆狭山市広報・お知らせ版 VOL.364
◆発行日／平成13年10月25日（毎月10・25日発行）
◆発行／狭山市 ◆編集／狭山市企画総務部広報課
〒350-1380 埼玉県狭山市入間川1-23-5
�042-953-1111（内線７１６２） FAX042-95４-6262

し ろ う さ や ま

テレホンガイドさやま�０１２０-４６０-３８０
ホームページhttp://www.city.sayama.saitama.jp/ この広報紙はリサイクル推進のため古紙配合率１００％の再生紙を使用しています

●１１月９日は１１９番の日消防署と各分署では、１１９番の日にちなみ、緊急連
絡電話ステッカーを用意しました。また、消防本部３
階の防災体験コーナーも常時開設していますので、
ぜひご利用ください。問い合わせ通信指令課へ�９５３‐７１１１

●狭山市緊急テロ対策連絡本部を設置しました
市では１０月１２日、米国を中心とする軍事行動に伴
い、本市への影響や緊急テロ対策を検討し、市民生活
の安全を守るため「狭山市緊急テロ対策連絡本部」を
設置しました。
問い合わせ政策調整担当へ内線７２２０
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